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1.　緒　　　　言

TIG ( Tungsten Inert Gas ) 
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つ流体の運動を計算することができる．また流体の表面や
固体との境界を明確に表すことが可能であり，流体の変形
や分裂・合体も容易に扱うことができる．これらの特徴は
溶融に伴う溶込み形状の変化や溶滴の移動，スパッタの飛
散などの溶接現象を計算することに適している．茂に
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と定義した．液体状態では表面張力，圧力などの流体力に
よって移動する粒子として計算を行った．固体状態の粒子
は圧力のみ計算を行った．また混合状態の粒子は液体粒子
として扱うが，粘性係数 h = 104 といった非常に大きい流
体として計算を行った．計算に利用する熱伝導率，比熱，
粘性係数は粒子の温度と状態に依存して粒子ごとに計算し
た．

2. 4　表面張力・マランゴニ力の計算

表面張力の計算には伊藤ら ( 6 ) のポテンシャルモデルを
使用した．粒子に対しどれだけ表面に近いかを表す表面ポ
テンシャルを定義し表面張力 Fi

st を ( 11 ) 式および ( 12 ) 

式から計算した．
C r lij a( )∑ = 2 0

2
 ………………………… ( 11 )
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